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３
月

日
金
曜
日
、
午
後
２
時

分
頃
、
三
陸
沖
で
最
大
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
た
。

１１

４６

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
。
観
測
史
上
世
界
最
大
級
の
、
圧
倒
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
牙
を
む
い
た
。

沿
岸
で
は
、
最
大

ｍ
を
超
え
る
津
波
が
押
し
寄
せ
た
。

１０

家
々
を
瓦が

礫
の
山
に
変
え
、
１
万
人
を
超
え
る
命
を
飲
み
込
ん
だ
。

れ
き

刻
々
と
伝
え
ら
れ
る
被
害
状
況
。

そ
れ
は
ま
さ
に
地
獄
絵
図
だ
。

地
震
発
生
直
後
か
ら
、

東
北
全
域
で
停
電
と
な
っ
た
。

電
話
も
つ
な
が
ら
な
い
。

人
々
は
、
寒
さ
と
不
安
の
夜
を
送
っ
た
。

商
店
の
棚
か
ら
食
料
品
が
姿
を
消
し
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
は
長
蛇
の
列
。

市
は
、
発
生
直
後
に
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
。
午
後
３
時

分
に
災
害
対
策
本
部
へ
切
り
替
え
た
。

１５

自
主
避
難
し
た
人
の
た
め
大
更
公
民
館
に
避
難
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
徹
夜
で
対
応
に
当
た
っ
た
。

市
内
の
被
害
は
少
な
い
。
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
沿
岸
の
人
々
を
救
え
。

３
月

日
に
は
、
姉
妹
都
市
の
宮
古
市
に

㌧
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
の
救
援
物
資
を
緊
急
輸
送
。

１５

１４

他
の
沿
岸
自
治
体
に
対
し
て
も
、
生
活
必
需
品
の
提
供
や
、
人
的
支
援
を
行
っ
た
。

失
っ
た
尊
い
命
は
戻
ら
な
い
。
復
興
に
は
、
途
方
も
な
い
月
日
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
犠
牲
を
、
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

今
こ
そ
手
を
取
り
合
い
、
前
を
向
い
て
歩
い
て
い
こ
う
。
明
る
い
未
来
を
信
じ
て
。

写真：ムラサキの花
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毎週水曜日は本庁窓口を延長
市は、市民生活に関係深い窓口業務の一部を、

毎週水曜日に２時間延長しています。仕事などで

日中市役所に来られない人はご利用ください。

■延長日 毎週水曜日（祝日や年末年始を除く）

■延長時間 午後５時１５分から７時１５分まで

■業務内容 下の表のとおり

また、広報はちまんたい３月３日号でもお知ら

せしたとおり、年度末の転入・転出についての臨

時窓口開庁を行います。

■開庁日 ３月２７日・３０日、４月３日

■時間 日曜日は午前８時半から午後５時１５分ま

で、水曜日は午後５時１５分から７時１５分まで

■業務内容 広報はちまんたい３月３日号参照

詳しくは、各担当課にお問い合わせください。

表．毎週水曜日の本庁窓口延長で取り扱う業務
手続き内容担当課

住民基本台帳の転入・転出・転居・世帯変更などの異動届受け付け、印鑑登録・廃止

市民課（・内線１１３４）住民票・印鑑証明・戸籍・届書記載事項証明・身分証明・外国人登録原票記載事項証明書の交付

戸籍届書の受領（戸籍届書は預かりのみとなります）

国民健康保険・後期高齢者医療・国民年金の加入、喪失届
保健課（・内線１１４２）

乳幼児等医療受給者証の交付、母子健康手帳の発行、乳児健康診査証の発行、健康相談

所得証明、課税証明、固定資産の証明（資産証明、評価証明、公課証明）、納税証明税務課（・内線１２４７）

市税・国民健康保険税の納付受け付け（税金を納めることができます）、納税証明交付など収納課（・内線１２５１）

忘れずに投票しましょう

岩手県知事・岩手県議会議員選挙

投票日は４月１０日
■
市
で
投
票
で
き
る
人

平
成
３
年
４
月

日
ま
で
に
生

１１

ま
れ
た
人
で
、
平
成

年

月

22

12

31

日
以
前
か
ら
八
幡
平
市
に
住
民
登

録
し
、
投
票
日
ま
で
引
き
続
き
住

ん
で
い
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

■
投
票
に
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

投
票
所
入
場
券
は
、
各
家
庭
に

郵
送
し
ま
す
。
入
場
券
は
本
人
以

外
は
使
え
な
い
の
で
、
投
票
に
お

出
掛
け
の
際
は
、
自
分
の
入
場
券

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
投
票
・
開
票

▲

投
票
日
時

４
月

日

、

１０

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

▲

投
票
場
所

市
内

カ
所
の

４４

各
投
票
所
（
入
場
券
に
記
載
）

▲

開
票
日
時

４
月

日

、

１０

午
後
８
時
開
始

▲

開
票
場
所

西
根
地
区
体
育
館

■
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
場
券
を
持
参
の
上
、
期
日
前
投

票
の
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
県
知
事
と
県
議
会
議
員

の
選
挙
期
間
が
異
な
る
た
め
、
４

月
１
日

ま
で
は
、
西
根
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
県
知
事
選

挙
の
投
票
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
、

４
月
２
日

以
降
は
、
市
内
３

カ
所
に
設
置
す
る
ど
の
会
場
で
も
、

県
知
事
選
挙
と
県
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎

３
月

日

か
ら
４
月
１
日

２５


ま
で

▲

対
象

県
知
事
選
挙
の
み

▲

時
間

午
前
８
時
半
か
ら
午
後

８
時
ま
で

▲

会
場

西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー

◎

４
月
２
日

か
ら
４
月
９
日


ま
で

▼
対
象

県
知
事
選
挙
・
県
議
会

議
員
選
挙

▲

時
間

午
前
８
時
半
か
ら
午
後

８
時
ま
で

▲

会
場

西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
、
松
尾
総
合
支
所
、
安
代
総

合
支
所

■
不
在
者
投
票

病
院
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
に

入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ

の
施
設
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
確
認
し
、
早
め

に
施
設
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（


－

２
１
１
１
、

76

内
線
１
２
９
９
）
ま
で
。

任
期
満
了
に
伴
う
岩
手
県
知
事
選
挙
が
３
月

日

に
、

２４

岩
手
県
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
１
日

に
そ
れ
ぞ
れ
告
示
さ
れ
、

４
月

日

に
投
・
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な

１０

く
、
清
き
１
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。３月１

１日
発生の地震の影響で

選挙日程が延期になりました

（詳しくは、決まり次第お知らせします）

はちまんたい広報03

老人憩の家の営業
地震の影響で休止

今回の地震被災者に対する、義援金口座が開設

されました。

■義援金窓口 郵便局・ゆうちょ銀行

■口座記号番号・加入者名 ００１４０-８-５０７ 日本

赤十字社 東北関東大震災義援金（手数料無料）

■取扱期間 ９月３０日まで

詳しくは、市役所地域福祉課（・内線１１６５）

まで。

住民基本台帳カード（住基カード）の無料交付

は３月３１日までです。 ４月１日からは、１

件につき５００円の手数料が必要となります。

住基カードは、金融機関で新規口座開設や１０万

円を超える振り込みなど、本人確認の必要な窓口

で、公的な身分証明書として利用できます。

■手続きに必要なもの 免許証やパスポートなど

の写真付き身分証明書（お持ちの人のみ）、健康

保険証など、履歴書用写真１枚（写真付き住基

カードを希望の人）、認め印

■受付窓口 市役所市民課（市民課に写真付き身

分証明書を持参すれば、即日交付が可能です）、

松尾・安代総合支所地域振興課、田山支所（カー

ド受け取りまでに数日かかります）

■受付日時 毎週月曜日から金曜日まで（祝日な

どを除く）、午前９時１５分から午後４時まで

詳しくは、市役所市民課（・内線１１３３）まで。

福祉部
長寿社会課

安代老人憩の家は、地震の影響で燃料確保がで

きない状況となり、３月１８日から休館しています。

昨年１０月から臨時休館し、４月に再開予定だっ

た西根老人憩の家も、引き続き休館となります。

営業再開日は未定です。ご迷惑をお掛けします

が、ご理解とご協力をお願いします。

詳しくは、市役所長寿社会課（・内線１１８７）

まで。

「税についての作文」で
市内の中学生２人入賞

現在、市役所本庁にある農政課は、４月４日

から、ＪＡ新いわて西部営農経済センター（西根

地区体育館西隣）で事務を行います。

今まで、農政課が担当する事務の一部を、西部

営農経済センター内の農業振興支援センターで担

当しましたが、今回の移動は、事務室を１カ所に

まとめ、市民が利用しやすくするものです。

なお、電話は今までどおり、市役所本庁代表電

話（７６-２１１１）から転送になります。

詳しくは、市役所農政課（・内線１２７０～１２７３、

４月１日以降は内線１７００～１７０３）、農業振興支援

センター（・内線１６００～１６０２）まで。

福祉部
地域福祉課

地震被災者に対する
義援金お受けします

住基カードの無料交付
３月３１日で終了します

市民部
市民課

中学生の「税についての作文」で、細田美里さ
み さと

ん（松尾中３年）と田村優衣さん（西根第一中３
ゆ い

年）が、岩手県納税貯蓄組合連合会会長賞に入賞

しました。

このコンクールは、税金の役割を理解してもら

おうと毎年開催しているもので、２人の作文は、

自分たちに無償で配られている教科書などが、税

金で賄われていることなどに触れ、税金の必要性

や、納税の大切さを書いた内容となっています。

市税の納付については、市役所収納課（・内

線１２５１～１２５７）まで、お気軽に相談ください。

細田美里さん 田村優衣さん

市民部
収納課

各課からのHOTLINE

産業部
農政課

西部営農経済センターに
農政課事務室が引っ越し



場
や
市
総
合
運
動
公
園
を
よ
く
利

用
し
て
い
ま
す
。
市
総
合
運
動
公

園
に
も
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
が

あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

◎
市
長

子
育
て
を
し
て
い
て
、

普
段
何
が
不
便
で
す
か
。

▼
出
席
者

子
ど
も
の
病
院
で
す
。

◎
市
長

小
児
科
は
で
き
ま
し
た
。

▼
出
席
者

小
児
科
で
診
て
も
ら

い
、
耳
鼻
科
や
皮
膚
科
な
ど
へ
の

受
診
を
勧
め
ら
れ
て
も
、
近
く
に

な
い
の
で
困
り
ま
す
。

◎
市
長

盛
岡
だ
け
で
な
く
、
滝

沢
の
巣
子
に
も
病
院
は
あ
り
ま
す
。

車
な
ら
近
い
と
思
い
ま
す
が
。

▼
出
席
者

子
ど
も
が
１
人
な
ら

何
と
か
な
り
ま
す
が
、
兄
弟
が
い

る
と
、
近
く
に
な
い
の
は
困
り
ま

す
。
あ
と
、
出
産
が
大
変
で
し
た
。

◎
市
長

産
婦
人
科
は
市
内
に
な

い
で
す
ね
。

▼
出
席
者

出
産
も
そ
う
で
す
が
、

産
ん
で
か
ら
の
ほ
う
が
悩
み
は
多

い
で
す
。
出
産
後
、
保
健
師
や
助

産
師
に
２
回
く
ら
い
来
て
も
ら
え

る
制
度
が
あ
り
、
利
用
し
ま
し
た
。

▼
出
席
者

市
で
実
施
し
て
い
る

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
保
健
師
自
身
が

活
用
し
て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。

母
親
学
級
な
ど
、
利
用
し
て
初
め

て
分
か
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
保
健
師
の
自
分
が
何
か
言
わ

れ
る
の
が
嫌
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
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た
り
、
芝
生
の
庭
だ
っ
た
り
。
普

通
に
遊
べ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

▼
出
席
者

松
尾
総
合
運
動
公
園

は
、
小
さ
い
子
は
全
然
楽
し
め
ま

せ
ん
。
あ
ん
な
に
き
れ
い
な
の
に

残
念
。
子
ど
も
が
楽
し
め
る
遊
具

な
ど
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

▼
出
席
者

滝
沢
村
役
場
の
裏
に

あ
る
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
の
よ
う
な
、

水
場
が
あ
っ
て
、
夏
場
は
子
ど
も

た
ち
が
遊
ん
で
い
て
も
安
全
な
公

園
が
あ
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

▼
出
席
者

松
尾
総
合
運
動
公
園

に
も
噴
水
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
水
が
流
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
に

は
、
も
う
少
し
き
れ
い
で
な
い
と
。

◎
市
長

確
か
に
、
農
業
用
水
が

流
れ
て
い
る
だ
け
で
す
ね
。

▼
出
席
者

市
内
に
き
れ
い
な
川

も
あ
り
ま
す
が
、
流
れ
が
急
で
子

ど
も
を
遊
ば
せ
る
の
は
怖
い
で
す
。

▼
出
席
者

私
は
、
フ
ー
ガ
の
広

市
長
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
市
の
施
策
な
ど
に
つ
い

て
直
接
話
し
合
う
「
市
長
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」
が
市

内
２
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
出
席
者

か
ら
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

市市
長
と
の
フ
リ
ー
ト
ー

市
長
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
クク

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ン
グ

子育て環境の充実について意見が交わされました（２月２２日、ちびっこギャング）

■
期
日

２
月

日
２２

■
場
所

西
根
福
祉
の
家

■
出
席
者

５
人

◎
市
長

活
動
日
は
い
つ
で
す
か
。

▼
出
席
者

毎
週
火
曜
日
の
午
前

時
半
か
ら
午
後
３
時
ま
で
が
基

１０本
で
、
金
曜
日
の
午
後
も
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
む
ら
さ
き
苑
隣
の
「
西
根
福
祉

の
家
」
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◎
市
長

八
幡
平
市
で
子
育
て
し

て
み
て
、
い
か
が
で
す
か
。

▼
出
席
者

小
さ
な
子
ど
も
が
集

ま
っ
て
、
遊
べ
る
場
所
が
あ
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

◎
市
長

庭
が
あ
っ
て
、
す
ぐ
遊

ば
せ
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
で
す
か
。

▼
出
席
者

は
い
。
水
遊
び
で
き

安
全
に
遊
べ
る
場
所
欲
し
い

医
療
な
ど
の
充
実
は
不
可
欠
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支
給
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
３
歳
ま
で
は
共
稼
ぎ
し
な

く
て
も
い
い
よ
う
に
保
障
す
る
政

策
が
い
い
と
私
も
思
い
ま
す
。

▼
出
席
者

都
会
か
ら
来
た
の
で

余
計
感
じ
ま
す
が
、
田
舎
の
子
は

外
で
遊
ば
な
い
で
す
ね
。
都
会
で

は
一
生
懸
命
外
で
遊
び
ま
す
。

◎
市
長

確
か
に
、
都
会
の
子
ど

も
は
体
力
が
あ
り
ま
す
ね
。

▼
出
席
者

よ
く
歩
き
ま
す
か
ら
。

◎
市
長

こ
っ
ち
は
車
ば
か
り
。

▼
出
席
者

都
会
は
親
が
頑
張
っ

て
外
で
遊
ば
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

こ
こ
は

分
車
で
行
け
ば
ゲ
レ
ン

３０

デ
も
あ
る
け
ど
、
近
い
と
思
う
か

ら
か
え
っ
て
行
か
な
い
で
す
。

◎
市
長

都
会
で
は
、
小
さ
な
公

園
に
も
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
す
ね
。

▼
出
席
者

こ
っ
ち
は
保
育
所
に

行
く
の
で
、
近
所
の
子
ど
も
同
士

で
も
そ
ん
な
に
遊
び
ま
せ
ん
。

◎
市
長

そ
う
で
す
ね
、
小
学
校

で
は
学
童
保
育
が
あ
り
ま
す
し
。

▼
出
席
者

父
親
も
育
児
休
暇
を

活
用
し
て
育
児
参
加
で
き
る
よ
う

に
、
国
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
で
す
。

◎
市
長

父
親
が
育
児
休
暇
を
取

り
た
く
て
も
企
業
が
許
さ
な
い
の

で
は
。
国
の
考
え
が
大
切
で
す
ね
。

▼
出
席
者

デ
ン
マ
ー
ク
に
嫁
い

だ
友
人
の
話
で
は
、
消
費
税
は
と

ん
が
、
そ
れ
は
違
う
と
思
い
ま
す
。

▼
出
席
者

私
は
盛
岡
出
身
で
す

が
、
不
安
で
悩
ん
で
い
る
時
、
市

立
図
書
館
で
ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ン
グ

の
チ
ラ
シ
を
見
て
参
加
し
ま
し
た
。

ほ
か
の
会
員
は
、
他
県
か
ら
来
て

い
る
か
ら
も
っ
と
不
安
で
、
横
の

つ
な
が
り
を
作
ろ
う
と
必
死
で
す
。

▼
出
席
者

と
り
あ
え
ず
、
ど
う

に
か
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ

て
お
か
な
い
と
、
生
き
て
い
け
な

い
の
が
分
か
り
ま
す
。

◎
市
長

皆
さ
ん
は
何
歳
か
ら
保

育
所
に
入
れ
る
予
定
で
す
か
。

▼
出
席
者

１
歳
過
ぎ
た
ら
と
思

い
申
し
込
み
ま
し
た
が
、
待
機
児

童
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
全
然

空
き
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
出
席
者

保
育
所
に
入
れ
な
く

て
、
仕
事
を
辞
め
た
人
も
い
ま
す
。

市
全
体
と
し
て
は
、
受
け
入
れ
人

数
は
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

◎
市
長

大
更
地
区
は
満
杯
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

▼
出
席
者

特
に
１
歳
ま
で
の
子

は
入
所
が
厳
し
い
で
す
。

▼
出
席
者

保
育
所
に
預
け
な
い

で
済
む
な
ら
、
そ
れ
が
い
い
と
思

い
ま
す
。
子
ど
も
同
士
の
交
わ
り

が
大
事
に
な
っ
て
く
る
時
期
ま
で
、

親
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
に
な
っ
た
ら
ベ
ス
ト
で
す
ね
。

◎
市
長

子
ど
も
手
当
を
い
く
ら

て
も
高
い
け
ど
生
活
に
不
安
は
な

い
そ
う
で
す
。
医
療
も
教
育
も
、

出
産
し
て
も
離
婚
し
て
も
、
国
か

ら
守
ら
れ
て
い
る
安
心
感
が
あ
り

ま
す
。
人
は
助
け
合
う
か
ら
税
金

は
平
等
に
払
う
と
考
え
て
い
す
。

◎
市
長

日
本
は
、
医
療
も
介
護

も
保
険
制
度
を
取
り
ま
し
た
が
、

人
口
や
所
得
が
増
え
る
と
い
う
前

提
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
国
が

つ
ぶ
れ
ま
す
。
根
本
的
な
考
え
を

変
え
、
税
金
を
高
く
し
て
も
医
療

や
介
護
を
保
障
し
て
も
ら
え
る
仕

組
み
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

▼
出
席
者

た
と
え
税
金
が
高
く

な
っ
て
も
、
納
得
で
き
る
理
由
が

あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

◎
市
長

確
か
に
、
き
ち
ん
と
示

せ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

▼
出
席
者

つ
わ
り
が
ひ
ど
く
、

子
ど
も
を
保
育
所
に
預
け
よ
う
と

し
た
友
人
が
、
出
産
の
前
後
２
カ

月
間
し
か
入
所
で
き
な
い
と
言
わ

れ
困
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
出
席
者

出
産
の
２
カ
月
以
上

前
は
病
気
扱
い
で
、
医
師
の
診
断

書
が
必
要
で
す
。

▼
出
席
者

つ
わ
り
は
本
当
に
つ

ら
い
で
す
。
こ
の
期
間
預
け
ら
れ

た
ら
ど
ん
な
に
楽
か
と
思
い
ま
す
。

◎
市
長

３
カ
月
目
以
降
か
ら
入

所
で
き
れ
ば
い
い
ん
で
す
ね
。

▼
出
席
者

安
定
期
ま
で
が
大
変

で
す
。
個
人
差
が
あ
り
、
つ
わ
り

が
な
い
人
も
、
水
を
飲
ん
で
も
吐

く
人
も
い
ま
す
。

◎
市
長

妊
娠
し
て
も
安
心
し
て

産
め
る
環
境
が
大
切
で
す
ね
。

▼
出
席
者

も
ち
ろ
ん
で
す
。
医

療
費
な
ど
八
幡
平
市
は
進
ん
で
い

ま
す
。
み
ん
な
引
っ
越
し
て
く
れ

ば
い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

◎
市
長

保
育
料
が
安
く
、
小
学

生
ま
で
医
療
費
無
料
が
市
の
目
玉

で
す
。
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
た
い
で
す
。

◎
職
員

そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
が
、

最
後
に
何
か
あ
り
ま
す
か
。

▼
出
席
者

公
園
が
犬
猫
の
フ
ン

だ
ら
け
で
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る

環
境
と
し
て
は
良
く
な
い
で
す
。

◎
市
長

ど
こ
で
す
か
。

▼
出
席
者

ひ
ま
わ
り
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
で
す
。
実
家
の
方
で
は
、
汚

れ
を
拭
き
取
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
水
で
流
す
事
ま
で
し
て
い
ま
す
。

こ
っ
ち
で
は
、
声
を
掛
け
た
私
が

悪
い
よ
う
に
言
い
返
さ
れ
ま
す
。

◎
市
長

で
き
る
こ
と
か
ら
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
都
会
か
ら
来

て
、
こ
の
地
に
住
ん
で
い
る
皆
さ

ん
な
の
で
、
私
た
ち
の
気
付
か
な

い
指
摘
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

育
っ
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
こ
れ
か
ら
も
遠
慮
な
く
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

思い思いに遊ぶ「ちびっこギャング」の子どもたち

公
園
が
犬
猫
の
フ
ン
だ
ら
け

１
歳
未
満
児
の
入
所
厳
し
い

外
で
遊
ば
な
い
子
ど
も
た
ち

保
育
所
入
所
の
条
件
緩
和
を
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市
認
定
農
業
者
協
議
会

安
代
支
部

■
期
日

２
月

日
２６

■
場
所

綿
帽
子
温
泉
館
あ
ず
み

の
湯

■
出
席
者

人
２２

◎
市
長

本
日
は
、
お
招
き
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

認
定
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
地

域
農
業
の
進
展
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
米
の
戸

別
所
得
補
償
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
の
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
食
料
自
給
率

％
確
保
と
い
う
基
本
的
戦
略
の

５０維
持
を
国
に
求
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

▼
出
席
者

市
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
反
対

署
名
運
動
を
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

◎
市
長

市
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
反
対
署
名
運
動
や
、
議
会

で
反
対
決
議
を
し
て
も
効
果
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
会
前
で
大
勢
が
デ

モ
を
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

▼
出
席
者

農
協
も
、
や
る
だ
け

の
元
気
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
出
席
者

国
は
自
給
率

％
を

５０

目
標
に
掲
げ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

◎
市
長

％
を
目
標
に
掲
げ
て

５０

だ
け
で
は
だ
め
で
す
。

▼
出
席
者

遊
ん
で
い
る
土
地
を

何
と
か
し
な
け
れ
ば
。

◎
市
長

例
え
ば
、
設
備
を
そ
の

ま
ま
誰
か
に
貸
し
た
い
と
い
う
人

が
あ
れ
ば
、
入
っ
て
き
や
す
い
と

思
い
ま
す
。

▼
出
席
者

長
男
は
い
や
だ
と

言
っ
て
家
を
出
て
行
っ
て
い
る
の

に
、
新
し
く
入
っ
て
こ
い
と
い
う

の
も
無
理
だ
と
思
い
ま
す

◎
市
長

長
男
は
、
親
の
愚
痴
を

聞
い
て
育
っ
た
か
ら
農
業
が
い
や

な
ん
で
す
。
新
規
の
若
者
な
ら

入
っ
て
き
や
す
い
で
す
。

▼
出
席
者

そ
こ
に
誰
も
住
ん
で

い
な
く
て
も
、
固
定
資
産
税
を
払

い
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
市
長

今
後
の
農
業
は
、
自
分

の
息
子
が
農
業
を
継
ぐ
と
い
う
考

え
方
で
行
く
の
か
、
そ
れ
と
も
、

も
し
そ
こ
に
来
て
や
り
た
い
と
い

う
人
が
い
た
ら
、
セ
ッ
ト
で
貸
す

と
い
う
の
も
考
え
る
べ
き
で
す
。

▼
出
席
者

研
修
を
受
け
入
れ
て
、

そ
の
中
か
ら
後
継
者
が
出
て
も
ら

え
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

◎
市
長

幸
い
、
私
た
ち
の
場
合

は
リ
ン
ド
ウ
に
し
て
も
ほ
う
れ
ん

そ
う
に
し
て
も
技
術
指
導
で
き
る

体
制
に
あ
り
ま
す
。
市
で
も
技
術

指
導
す
る
受
け
入
れ
農
家
に
は
月

５
万
円
、
研
修
を
受
け
る
人
は
、

夫
婦
は

万
円
、
個
人
は

万
円

１３

１０

払
い
ま
す
。

▼
出
席
者

何
年
間
払
い
ま
す
か
。

◎
職
員

新
規
就
農
は
、
３
年
間

払
い
ま
す
。
１
年
目
は
農
家
で
研

修
し
、
そ
の
後
独
立
し
て
２
年
間
、

合
わ
せ
て
３
年
間
で
す
。

▼
出
席
者

耕
作
放
棄
地
は
安
代

は
多
い
ほ
う
で
す
か
。

◎
市
長

安
代
は
、
ソ
バ
の
作
付

け
な
ど
に
貸
し
て
い
る
の
で
、
少

な
い
方
で
す
。

▼
出
席
者

歳
に
な
っ
て
農
業

６５

者
年
金
を
も
ら
お
う
と
し
て
も
、

貸
す
か
経
営
移
譲
し
な
け
れ
ば
減

額
に
な
り
ま
す
。
今
の
時
代
に
合

わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

◎
市
長

農
業
者
年
金
は
法
律
の

問
題
な
の
で
難
し
い
で
す
。

▼
出
席
者

制
度
が
で
き
た
頃
と

は
状
況
が
違
い
ま
す
。
果
た
し
て
、

こ
の
ま
ま
で
い
い
で
し
ょ
う
か
。

◎
市
長

時
代
と
と
も
に
制
度
を

見
直
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

▼
出
席
者

経
営
移
譲
部
分
の
６５

歳
以
上
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

◎
市
長

農
業
者
年
金
を
も
ら
う

た
め
に
は
移
譲
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
か
。

▼
出
席
者

何
年
か
前
の
改
正
で

積
み
立
て
方
式
に
変
わ
っ
た
の
で
、

自
分
で
掛
け
た
分
は
も
ら
え
ま
す

が
、
加
算
分
を
も
ら
う
に
は
経
営

移
譲
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

理
由
で
、
輸
入
に
頼
っ
て
は
だ
め

で
す
。
そ
れ
で
な
く
て
も
、
食
料

は
値
上
が
り
傾
向
で
す
か
ら
。

◎
市
長

新
規
就
農
対
策
と
し
て
、

リ
ン
ド
ウ
と
ほ
う
れ
ん
そ
う
を
対

象
に
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
集
ま
り
ま
せ
ん
。

▼
出
席
者

長
男
が
帰
っ
て
き
て

や
っ
て
も
い
い
の
で
す
か
。

◎
市
長

そ
の
家
の
農
業
を
継
ぐ

い
た
の
は
９
月
上
旬
ま
で
で
、
そ

れ
以
降
は
言
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
賛
成
し
て
も
い
い
け
れ

ど
、
食
料
自
給
率

％
を
き
ち
っ

５０

と
守
っ
て
、
そ
の
た
め
の
フ
ォ

ロ
ー
を
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
で
す
。

▼
出
席
者

問
題
は
そ
こ
で
す
。

お
金
が
な
い
か
ら
そ
う
い
う
補
償

ま
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
市
長

食
料
を
外
国
に
ば
か
り

頼
る
の
は
良
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

▼
出
席
者

安
け
れ
ば
い
い
と
の

ＴＰＰ問題に対する意見などが出されました（２月２６日、市認定農業者協議会安代支部）

新
規
就
農
希
望
者
に
奨
励
金

農
業
者
年
金
と
経
営
の
移
譲

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
食
料
自
給
率
確
保
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▼
出
席
者

日
本
一
の
リ
ン
ド
ウ

の
産
地
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

方
が
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

お
考
え
で
す
か
。

◎
市
長

４
月
か
ら
の
テ
レ
ビ
岩

手
夜
９
時
の
ド
ラ
マ
時
間
帯
に
、

１
分

秒
の
放
送
を
行
い
ま
す
。

３０

▼
出
席
者

ロ
ー
カ
ル
局
で
は
宣

伝
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

◎
市
長

テ
レ
ビ
岩
手
系
列
の
関

東
圏
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

▼
出
席
者

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

◎
市
長

共
聴
施
設
に
つ
い
て
は

全
部
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
の
場
所
は
、
巡
回
調
査
を

行
い
個
々
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

▼
出
席
者

私
の
と
こ
ろ
は
、
電

柱
の
許
可
が
下
り
な
く
て
、
ま
だ

で
す
。

◎
市
長

ど
こ
で
す
か
。

▼
出
席
者

瀬
ノ
沢
で
す
。

▼
出
席
者

住
民
税
非
課
税
の
人

に
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
支
給
す
る
事

業
の
利
用
を
も
っ
と
呼
び
掛
け
る

こ
と
は
し
な
い
の
で
す
か
。

◎
市
長

も
う
一
度
広
報
に
載
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生

委
員
の
集
ま
り
で
お
願
い
す
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

▼
出
席
者

赤
坂
田
の
農
道
は
い

つ
開
通
し
ま
す
か
。

◎
市
長

事
業
仕
分
け
で
予
算
は

ゼ
ロ
に
さ
れ
ま
し
た
が
、
別
な
事

業
で

年
度
頃
に
完
成
予
定
で
す
。

２５

▼
出
席
者

嫁
不
足
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

▼
出
席
者

市
で
、
お
見
合
い
の

よ
う
な
事
業
を
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

◎
市
長

今
日
も
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
私
も
行
っ
て
き
ま
す
。

▼
出
席
者

若
者
の
参
加
状
況
は

ど
う
で
す
か
。

◎
市
長

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
日

は
男
女

人
ず
つ
参
加
し
ま
す
。

１５

来
月
も
行
い
ま
す
。

▼
進
行
役

こ
れ
で
市
長
と
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
を
終
わ
り
ま
す
。
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
将
来
像
を
、
市
長
と
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

市
内
で
活
動
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な

ど
（
当
日
は
、
５
人
以
上
出
席
願
い
ま
す
）

▼
開
催
時
間

午
前

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の

１０

範
囲
内
の
う
ち
、
１
開
催
に
つ
き
２
時
間
ま
で
。

▼
日
時
・
場
所

申
込
団
体
と
協
議
し
て
決
定

（
場
所
は
申
込
団
体
で
手
配
願
い
ま
す
）

▼
申
し
込
み
方
法

市
役
所
総
務
課
に
、
開
催
希

望
日
程
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
市
長
日
程
を
確

認
後
、
申
込
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
原

則
と
し
て
開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
課
広
報
統
計
係

（

・
内
線
１
２
１
７
、
１
２
１
８
）
ま
で
。

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
提
言
や
ア
イ
デ
ア
を
、
直
接
市
長
に
提
案

す
る
個
別
広
聴
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
わ
た
し
の
提
言
箱

市
政
な
ど
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
率
直
な
意
見

や
提
言
を
投
書
す
る
「
わ
た
し
の
提
言
箱
」
を

市
内

施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
（
郵
送
で
の

３２

提
言
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）
。
寄
せ
ら
れ
た

提
言
は
、
市
長
が
直
接
目
を
通
し
、
担
当
課
が

希
望
に
応
じ
て
回
答
し
ま
す
。

■
市
長
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

市
長
が
皆
さ
ん
と
直
接
語
り
合
う
「
市
長
と

の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」
を
随
時
実
施
し
ま
す
。
市

市
長
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
・
わ
た
し
の
提
言
箱

「わたしの提言箱」設置施設
市役所本庁舎１
市役所松尾総合支所２
市役所安代総合支所３
市役所田山支所４
西根地区市民センター５
大更公民館６
田頭公民館７
平舘公民館８
寺田公民館９
松尾地区公民館１０
安代地区公民館１１
畑公民館１２
荒屋公民館１３
浅沢公民館１４
舘市公民館１５
松尾歴史民俗資料館１６
西根病院１７
安代診療所１８
田山診療所１９
岩手山焼走り国際交流村２０
道の駅にしね２１
松尾八幡平ビジターセンター２２
自然休養村なかやま荘２３
安代林業センター２４
綿帽子温泉館あずみの湯２５
岩手銀行平舘支店２６
岩手銀行安代支店２７
北日本銀行平舘支店２８
盛岡信用金庫西根支店２９
ユニバース西根店３０
マックスバリュ西根店３１
ホーマック西根店３２

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

リ
ン
ド
ウ
日
本
一
の
P
R
を市の基幹産業を担う認定農業者の皆さん

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
対
応

農
道
に
事
業
仕
分
け
の
影
響

婚
活
事
業
へ
の
参
加
状
況
は
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３月２４日～４月24日

SundaySaturday

小児救急入院受入当番病院

当番日電話番号病院名

カレンダー内の
日付右側に毎日
掲載しています

０１９-６５３-１１５１岩手県立中央病院（中央）

０１９-６５１-５１１１岩手医科大学付属病院（医大）

０１９-６３７-３１１１盛岡赤十字病院（日赤）

０１９-６６２-５６５６もりおかこども病院（こども）

０１９-６３５-１３０５川久保病院（川久保）

◆平日・土曜日の夜間の小児救急受診先

１９：００～２３：００→盛岡市夜間急患診療所（０１９-６５４-１０８０）

上記の時間以外→小児救急入院受入当番病院

◆日曜日・祝日の小児救急受診先

９：００～１７：００→休日救急当番医

１９：００～２３：００→盛岡市夜間急患診療所（０１９-６５４-１０８０）

上記の時間以外→小児救急入院受入当番病院

岩手医大・県立中央病院の出張診療日

診療日時診療科目病院名

第１月曜日 １４:００～呼 吸 器

西 根 病 院（７６-３１１１）

第３月曜日 １４:００～腎 臓

第３水曜日 １４:００～血 液

第３木曜日 １４:００～神 経

毎週火曜日 午前中糖 尿 病※

第２水曜日 １３:３０～循 環 器※

毎週木曜日 午前中外 科安代診療所（７２-３１１５）

※糖尿病、循環器は内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予

約受診になります。診療日は変更する場合があります。電話で事前確認願います。

休日救急当番医（昼休み時間を除く）

電話番号病院名当番日

76-3111（市 内）西根病院
３月２７日

0186-22-1251（鹿角市）大里病院

74-3120（市 内）平舘クリニック
４月３日

0186-35-2011（鹿角市）小笠原医院

70-1100（市 内）吉田内科呼吸器科医院
４月１０日

0186-22-2055（鹿角市）村木医院

76-2318（市 内）森整形外科
４月１７日

0186-31-1231（鹿角市） 三ケ田医院

76-3220（市 内）瓜田外科胃腸科医院
４月２４日

0186-22-1251（鹿角市） 大里病院

小児救急病院

（医 大）27小児救急病院

（こども）26
■市役所本庁年度末臨時開庁

８:３０～１７:１５（市民課ほか）

■松尾地区公民館＝空手道講

座 １０:００～１２:００

■安代地区公民館＝青少年教

室「人形劇とおやつ作り」→

地震のため中止

■図書館＝おはなしのじかん

１５:００～１５:３０

■体育協会＝トレーニング室

講習日 ９:３０～１１:３０(市総合

運動公園体育館)

■市役所閉庁日

小児救急病院

（中 央）３小児救急病院

（医 大)２
■市役所本庁年度末臨時開庁

８:３０～１７:１５（市民課ほか）

■市役所閉庁日

■体育協会＝トレーニング室

講習日 ９:３０～１１:３０(市総合

運動公園体育館)

■図書館＝新刊子どもの本を

読む会 １０:００～１１:３０

小児救急病院

（中 央）10小児救急病院

（こども）９
■市役所閉庁日■市役所閉庁日

■図書館＝短歌を楽しむ会

１３:００～１５:３０、おはなしのじ

かん１５:００～１５:３０

小児救急病院

（医 大）17小児救急病院

（中 央）16
■市役所閉庁日

■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（西根地

区市民センター）

■市役所閉庁日

■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（山後公

民館、下町公民館）

小児救急病院

（中 央）24小児救急病院

（医 大）23
■市役所閉庁日

■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（松尾保

健センター）

■体育協会＝トレーニング室

講習日 ９:３０～１１:３０(市総合

運動公園体育館)

■市役所閉庁日

■図書館＝開館20周年記念子

ども図書館まつり １３:３０～

１５:００

年
度
末
臨
時
開
庁
・
水
曜
日
窓
口
延
長
の
担
当
課
＝
市
民
課
、
保
健
課
、
税
務
課
、
収
納
課
（
詳
し
く
は
２
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

各種相談 ※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要です。

担当（予約先）場所日時相談名

市民課

(・内線１１３４)
安代若者センター

４月１５日

１０：００～１５：００

くらしとお金の安心

相談（要予約）

市民課

(・内線１１３４)

西根地区市民センター、松尾

総合支所、田山公民館

４月１１日

９：００～１２：００
特設人権相談

商工観光課

(・内線１２６３)
西根地区市民センター

４月１２日

１３：３０～１５：３０
福祉の仕事定期相談

保健課

(・内線１１５６)
平舘公民館

４月２０日

９：３０～１０：３０
定期健康相談

保健課

(・内線１１42)
西根地区市民センター

４月２１日

１０：００～１５：３０
年金相談

４/１８松尾総合支所（松尾地域振興課・内線２１０７）

４/２０西根地区市民センター（西根地域振興課・内線１１２２）

４/２０安代総合支所（安代地域振興課・内線３１２３）

行政相談

９：００～１２：００

はちまんたい広報09
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FridayThursdayWednesdayTuesdayMonday

毎
週
火
曜
日
正
午
か
ら
エ
フ
エ
ム
岩
手
で
、
ふ
る
さ
と
元
気
隊
「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
八
幡
平
」
を
放
送
中
。
被
災
者
の
安
否
確
認
情
報
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ハ
ッ
ピ
ー

小児救急病院

（医 大）2Ķ小児救急病院

（日 赤）2423223/21
■保健課＝親子教室・全血献

血→地震のため中止

■田頭公民館＝バレエエクサ

サイズ→地震のため中止

■松尾地区公民館＝移動図書

１２:３０～１５:０５(松尾地区)

◎春分の日

小児救急病院

（日 赤）
4/̱小児救急病院

（中 央）31小児救急病院

（医 大）30小児救急病院

（日 赤）2ĺ小児救急病院

（中 央）2Ĺ
■図書館休館日■市役所本庁窓口延長日

１７:１５～１９:１５（市民課ほか）

■図書館休館日■保健課＝成分献血→地震の

ため中止

小児救急病院

（日 赤）˔小児救急病院

（中 央）˓小児救急病院

（中 央）˒小児救急病院

（川久保）ˑ小児救急病院

（日 赤）ː
■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（田頭公

民館）

■図書館＝あみぐるみ教室

１０:００～１５:００

■広報はちまんたい発行日■市役所本庁窓口延長日

１７:１５～１９:１５（市民課ほか）

■保健課＝全血献血 受付９

:３０～１１:００（ＪＡ新いわて西部

営農経済センター)、１２:００～

１３:００（ニュートン)、１５:００～

１６:３０（マックスバリュ西根店)

■保健課＝乳児健診 受付

１３:００～１３:１５(田頭公民館)

■図書館休館日

小児救急病院

（医 大）1Ķ小児救急病院

（日 赤）14小児救急病院

（中 央）13小児救急病院

（川久保）12小児救急病院

（医 大）11
■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（五百森

公民館、旧渋川小学校）

■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（松川公

民館、上平笠公民館）、乳児健

康相談・離乳食講習受付９:３０

～９:５０（安代保健センター)

■市役所本庁窓口延長日

１７:１５～１９:１５（市民課ほか）

■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（山子沢

公民館、両沼公民館）

■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（大更公

民館）、１歳児健診 受付

１３:００～１３:１５(田頭公民館)

■大更公民館＝ちぎり絵教室

１３:００～１６:００

■図書館休館日

■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（田頭公

民館）

■体育協会＝トレーニング室

講習日 １８:３０～２０:３０(市総

合運動公園体育館)

小児救急病院

（日 赤）22小児救急病院

（中 央）21小児救急病院

（こども）20小児救急病院

（川久保）1ĺ小児救急病院

（中 央）1Ĺ
■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（松尾保

健センター）

■広報はちまんたい発行日

■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（寺田公

民館、荒木田地区集落セン

ター）

■市役所本庁窓口延長日

１７:１５～１９:１５（市民課ほか）

■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（平舘体

育館、下平笠公民館）

■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（平舘体

育館）

■大更公民館＝ちぎり絵教室

１３:００～１６:００

■図書館休館日

■保健課＝胃がん大腸がん検

診 受付６：３０～９：００（西根地

区市民センター、松久保公民

館）

■図書館＝「昭和史」を学ぶ

会 １３:００～１５:３０



経済産業省では、家庭や事業所

の太陽光発電による余剰電力の買

い取りを電力会社に義務付ける

「太陽光発電の余剰電力買取制

度」を実施しています。

太陽光発電の普及・拡大は、み

んなの未来に関わる大切な取り組

みです。そこで余剰電力買い取り

の費用を、次のとおり皆さんから

ご負担いただくことになりました。

ご理解とご協力をお願いします。

■負担方法 ４月分以降の電気料

金に太陽光発電促進付加金を加算

■金額 １カ月の電気使用量が約

３００ｋＷｈの家庭で月額９円程度

詳しくは、経済産業省資源エネ

ルギー庁（０５７０-０５７-３３３）まで。

県では、クリーンエネルギー推

進のため、新エネルギー利用設備

に必要な経費の一部を助成します。

■助成額 設置経費の１０分の１、

上限住宅５万円、事業者１００万円

詳しくは、県庁環境企画室（

０１９-６２９-５２７２）まで。

協会けんぽ（全国健康保険協

会）の健康保険料率が、４月に納

付する保険料から改定され、岩手

県の保険料率は９.４５％になります。

今回の改定は、高齢者医療への

拠出金や加入者への医療給付費が

大きく伸びているために行うもの

です。加入者や事業主のご理解を

お願いします。

詳しくは、協会けんぽ岩手支部

（０１９-６０４-９００９）まで。

人事院では、国家公務員採用Ⅰ

種試験およびⅡ種試験（大学卒業

程度）を実施します。

◎Ⅰ種試験

■応募期間 ４月１日から８日

まで＝予定

■１次試験日 ５月１日＝予定

◎Ⅱ種試験

■応募期間 ４月１１日から２０日

まで＝予定

■１次試験日 ６月１９日＝予定

詳しくは、人事院東北事務局第

二課（０２２-２２１-２０２２）まで。
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詳しくは各担当、各機関に問い合わせを

八幡平市役所 察76-2111
松尾総合支所 察74-2111
安代総合支所 察72-2111

ホームページはこちら

http://www.city.hachimantai.lg.jp/

あなたが築く明日の日本
国家公務員を採用します

■お知らせ号編 集 後 記
１５日深夜、１人職場に残っていると電話が。

「ガソリンが欲しい」の問い合わせに「どこ

も品切れです。入荷予定も分かりません」と

何度答えても男は納得しない。揚げ句「お前

の名前を言え」「市長の電話番号を教えろ」。

困っているのはみんな同じ。自分より、もっ

と困っている人が大勢いる事を忘れないでほ

しい…。被災者の皆さんに、心からお悔やみ

とお見舞いを申し上げます。（津志田）

協会けんぽの保険料率
４月から9.45％に改定

「築２５０年といわれる母屋に並んだ数々の器が、

訪れた人々を楽しませました」

(２月２５日～２７日、わしの尾母屋で酒と肴の器展）

「大更出身の漫画家小田ひで次さんの貴重

な原画が、澤口酒店２階に並びました」

（２月２５日～２７日、澤口酒店で小田ひで次原画展）

「夢を持ち、その夢に向かってください。市

も、目標に向かって各種施策を行います」

（２月２８日、松尾中学校体育館で田村市長講演）

太陽光発電促進付加金を
４月以降の電気料に加算

地球に優しい事始めよう
新エネルギー導入に補助

おわびと訂正

１月上旬に全戸配布した 「はちまんたい暮らしのガイドブッ

ク」に誤りがありました。深くおわびし、ここに訂正します。

▼８２㌻ 大更学童保育クラブ電話番号 誤：０９０-７２５７-８６４７

→正：０９０-７５２７-８６４７

▼８２㌻ 平笠学童保育クラブ電話番号 誤：０９０-７２５７-８７０６

→正：０９０-７５２７-８７０６

東八幡平病院では、看護職員を

募集します。

■職種 看護師、准看護師、看護

助手（看護助手は資格不要）

■人数 各若干名

■要件 ２交代制、年齢不問

■応募方法 随時電話で受け付け

詳しくは、東八幡平病院 （

７８-２５１１）まで。

少年院や少年鑑別所で働く「法

務教官」の採用試験を実施します。

■受験資格 「昭和５７年４月２日

～平成２年４月１日生まれの人」

または「平成２年４月２日以降生

まれで、大学、短大や高専の卒業

者（来春卒業見込みを含む）」

■１次試験日 ６月１２日

■応募期間 問い合わせください。

詳しくは、盛岡少年鑑別所庶務

課（０１９-６４７-２２０６）まで。

市は、２２年度岩手県市町村総合

補助金を活用し、地域課題解決の

ため次の４事業に取り組みました。

▼安代地区コミュニティバス試験

運行事業

▼コミュニティバス運行準備事業

▼テレビ難視聴地域解消事業

▼環境基本計画策定事業

詳しくは、市役所総合政策課政

策調整係（・内線１２２４）まで。

福祉・介護の仕事への就労を希

望する人を対象に、福祉の仕事定

期出張相談を開催します。

■開催日 毎月１回（詳しい日程

は、８㌻の下欄をご覧ください）

■時間 午後１時半から３時半ま

で

■場所 西根地区市民センター

詳しくは、市役所商工観光課商

工労政係（・内線１２６３）まで。

八幡平市シルバー人材センター

では、登録会員を募集しています。

■要件 原則６０歳以上の健康な人

■年会費 ２,０００円

■申し込み方法 八幡平市シル

バー人材センター（市総合福祉セ

ンター内）に申し込み願います。

詳しくは、八幡平市シルバー人

材センター（６４-１１５１）まで。

盛岡地区広域行政事務組合消防

本部の名称が、４月１日から、

次のとおり変更になります。

■新名称 盛岡地区広域消防組合

消防本部

なお、名称変更と同時に代表電

話番号も変更予定でしたが、地震

の影響で延期になりました。

詳しくは、盛岡地区広域行政事

務組合消防本部総務課（０１９-

６２６-７４０１）まで。

国保の世帯で、地震、火事など

の災害や失業などで著しく収入が

減少し、医療機関などで一部負担

金の支払いが困難な人は、次によ

り減免になる場合があります。

■減免などの期間 ３カ月間（状

況により最長３カ月以内で延長）

■減免などの開始日 ４月１日

なお、減免を受けたい人は、医

療機関などを受診する前に、市役

所保健課にお問い合わせください。

詳しくは、市役所保健課国保年

金係（・内線１１４２、１１４３）まで。

東北地区国立大学法人等職員採

用試験を行います。

■受験資格 昭和５７年４月２日以

降生まれの人

■応募期間 問い合わせください。

■１次試験日 ５月１５日

応募方法など詳しくは、東北地

区国立大学法人等職員採用試験実

施委員会 （０２２-２１７-５６７６）まで。

地震の影響で、車検証の有効期

間が４月１１日まで延長されます。

■対象 ３月１１日から４月１０日ま

でで車検が切れる自動車

なお、自賠責保険については、

保険会社に問い合わせください。

詳しくは、東北運輸局岩手運輸

支局（０１９-６３７-２９１２）まで。

はちまんたい広報11

一関工業高等専門学校や
岩手大学で働きませんか

シルバー人材センターで
得意技を生かしませんか

消防本部の名称を
４月１日から変更

非行少年を正しく導こう
法務教官採用試験を実施

福祉や介護の就労希望者
対象に定期出張相談開催

収入減で国保の窓口負担
減免になる場合あります

市町村総合補助金活用し
４事業に総額で２,５００万円

東八幡平病院で職員募集
職種は看護師や看護助手

「第１４回県ミニバスケットボール新人大会を

開催。男女各１６チームが頂点を目指しました」

（２月２６日～２７日、市総合運動公園体育館ほか）

「田山グラウンドで、雪上グラウンドゴルフと

雪上パークゴルフを楽しみました」

（２月２６日～２７日、雪上ゴルフチャンピオン大会）

「コーラス白樺の皆さんが、みかんの花咲く丘

などを熱唱しました」

（３月１日、松尾地区チャリティー芸能発表会）

自動車検査証の有効期限
地震の影響で延長します
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本市チーム主将の畠山優
ゆう

太選手（平舘小６年、写真右）が選手宣誓
た

２月１８日、市役所応接室で、消防団協力事業所表示

証交付式が行われました。

この表示証は、地域の消防団活動に積極的に協力し

ている事業所に交付されるもので、従業員が２人以上

入団している事業所を対象に本年度からスタート。初

めての交付となったこの日は、株式会社吉田組（松尾

寄木）の吉田知義代表取締役社長と株式会社北舘製麺
とも よし

（叺田）の赤星克哉総務部長に、田村市長と市消防団
あか ぼし かつ や

の高橋守男団長から交付証が贈られました。
もり お

日頃の協力に感謝を込め
消防団協力事業所表示証交付式を開催

３月１日、新安比温泉静流閣で、「八幡平市ならで

は」の教育旅行を考える会が開催されました。

これは、教育旅行が観光地見学から農山漁村での体

験学習に移行してきたため、市の魅力を誘客につなげ

ようと開催したもので、約７０人が参加しました。

冒頭、旧山形村や陸前高田市のような農山漁村の利

用が大きく伸びている県内状況が報告されたほか、講

演では、主力である北海道の中学校修学旅行における

動向や学校現場の要望などを教わりました。

個々の魅力連携して発信
八幡平市ならではの教育旅行を考える会

２月１１日から１３日まで、沖縄県名護市で「日本・韓

国・台湾 少年野球交流とサンゴを守るエコ・プロ

ジェクト」が開催されました。

大会には、韓国や台湾などから合わせて１１チームが

参加。市内スポーツ少年団の選抜チーム「八幡平ファ

イターズ」は、大阪府枚方市や名護市のチームと対戦
ひら かた

し、１勝１敗でリーグ２位となりました。

試合後、選手たちは子どもサンゴサミットに参加し、

ビーチ清掃活動などを通じて環境問題を学びました。

野球を通じて交流深める
名護友好都市少年野球交流に選手参加

「紫根染めのハンカチをコサージュとして

胸に飾り、学びやを後にしました」

（３月１日、平舘高校卒業式）

あけび工芸の工房寿
じゅ

限
げ

無（松尾寄木）＝写真＝など各種体験も紹介
む

「ＮＨＫ番組でおなじみのてっぱん体操な

どを通じ、健康維持の大切さを再確認」

（２月２０日、八幡平市健康づくり推進大会）

写真左から、高橋団長、田村市長、吉田社長、赤星総務部長

「約９０人の参加者は、宮桂
けい

子さん（青森県
こ

横浜町）の講演などに耳を傾けました」

（２月２７日、男女共同参画フォーラム）


